










ユダヤ人を指すギリシア語であるが（申 30 : 4 ; イザ 49 : 6 ; 詩 146 : 2 ; ネヘ 1 : 9 ; ソ
ロ詩 8 : 28 ; 9 : 2 ; IIマカ 1 : 27），初期のキリスト教徒が異教徒の間に離散して暮らす










 1 初期ユダヤ教のディアスポラ書簡の詳しい分析については，I. Taatz, Frühjüdische Briefe : die pau-
linischen Briefe im Rahmen der offiziellen religiösen Briefe des Frühjudentums （Freiburg in der Schweiz : 
Universitätsverlag ; Göttingen : Vandenhoeck & Ruprecht, 1991） を参照。




ディアスポラ（diaspora,）という用語は，動詞 diaspei,rw（「散らす」使 8 : 1,4 ; 11 : 19）
より派生したギリシア語名詞であり，ちりぢりになった状態を指す （フィロン『賞罰』
115 ; プルタルコス『道徳論集』1105A）2。この用語は七十人訳聖書において，ユダヤ人が
故郷を離れ異邦人の間に生活する状況（申 28 : 25 ; エレ 15 : 7 ; 41 : 17 ; ダニ 12 : 2 ; ユ
ディ 5 : 19），または，離散のユダヤの民を指す術語として使用されるようになり（申
30 : 4 ; イザ 49 : 6 ; 詩 146 : 2 ; ネヘ 1 : 9 ; ソロ詩 8 : 28 ; 9 : 2 ; IIマカ 1 : 27），以後




リアによる北王国イスラエルの住民の捕囚の出来事や（王下 15 : 29 ; 17 : 3-6 ; 18 : 9-12 ;
代下 5 : 6, 26 ; ANET 284-285），前 6世紀に起こったバビロン捕囚の出来事が挙げられる







43, 55, 57 ;『ガイウス』132）6。また，シリアの首都アンティオキアには，ユダヤとの地理
 2 Bauer-Aland, 378 ; W.C. van Unnik, Das Selbstverständnis der jüdischen Diaspora （Leiden : Brill, 
1993）73-88を参照。
 3 K.L. Schmidt, “diaspora, ” ThWNT 3.98-102 ; D. Sänger, “diaspora, ” EWNT 1.749-751 ; A. Stuiber, 
“Diaspora,” RAC 3.972-82 ; 原口尚彰「初期ユダヤ教におけるディアスポラ」『東北学院大学キリスト
教文化研究所紀要』第 28号（2010年）1-23頁を参照。
 4 L.A. Sinclair, “Diaspora,” TRE 7.709.
 5 A. Cowley, Aramaic Papiri of the Fifth Century （Oxford : Clarendon, 1923）; B. Porten / J.C. Greenfield, 
Jews of Elephantine and Arameans of Syene （Jerusalem : Hebrew University Press, 1974） 90-98を参照。 
 6 V. Tcherikover, Hellenistic Civilization and the Jews （Philadelphia : The Jewish Publication Society of 
America, 1959） 330-334 ; J. Barclay, Jews in the Mediterranean Diaspora : from Alexander to Trajan （323 
3異教世界の中での共同体形成
̶ ̶17
的な近さもあって，大きなユダヤ人人口が生まれた（ヨセフス『古代誌』12.119 ; 17.24 ; 





ダヤ人の住まない都市はほとんどないと述べられている（シビュラ 3.271 ; ヨセフス『古




た（使 2 : 7-11）10。
2.　初期キリスト教のディアスポラ状況とその課題
異教世界における離散状況






BCE-117 CE） （Edinburgh : T & T Clark, 1996） 20-30 ; E.S. Gruen, Diaspora : Jews amidst Greeks and 
Romans （Cambridge, MA : Harvard University Press, 2002） 4. 
 7 E. Schürer, The History of the Jewish People in the Age of Jesus Christ （3 vols ; Revised English 
Version ; rev. & ed. G. Vermes / F. Millar / M. Goodman ; Edinburgh : T & T Clark, 1986） 3.13 ; C.H. 




ないために，史実性が疑われている。Tcherikover, 328-329 ; P.R. Trebilco, Jewish Communities in Asia 
Minor （DSNTSSM 69 ; Cambridge : University Press, 1991） 168を参照。







7 : 48-60）の後に起こった迫害を契機に（使徒 7 : 54-60， 8 : 1-3），ヘレニストたち（ギ
リシア語を使用するユダヤ人信徒たち）は，サマリヤ，フェニキア，シリアへと散らされ
て行き，その先々で福音を宣べ伝えた（使徒 8 : 3-25 ; 11 : 19-24）。特に，アンティオキ
アでは，ユダヤ人という民族の枠を越えて，異邦人たちに対する福音宣教がなされ，異邦
人信徒が生まれた（使徒 11 : 20-24）。アンティオキアは属州シリアの首都であり，ここ
から宣教師が派遣されて，キリスト教はギリシア・ローマ世界のギリシア語圏全体に広がっ
て行った（使 13 : 1-14 : 28 ; 15 : 36-18 : 23 ; 18 : 24-20 : 38）。また，首都ローマにも 1
世紀中葉には福音が達していたことは，使 18 : 2 ; 28 : 15がローマにおける信徒の存在
を前提にしていることが示している（スエトニウス『ローマ皇帝伝』「クラウディウス」
25節も参照）。さらに，Iペトロ書冒頭の宛先や（Iペト 1 : 1），黙示録冒頭に出て来る天









28 : 16-20 ; ルカ 24 : 47-49 ; 使 13 : 1-3）。初期のキリスト教徒は，社会のマイノリティ
集団として自己の権利を守るというよりも，福音を異邦人世界に対して宣教するという意









14.235 ; アリステアス 310 ; CIG 5361），ポリテイア（politei,a）とも呼ばれた（ヨセフス『古
代誌』14.117）12。また，小アジアの諸都市周辺におけるユダヤ人傭兵の共同体は，カトイ
キア（katoiki,a）と呼ばれた（ヨセフス『古代誌』12.147-153 ; CIJ 1.775）13。ユダヤ人共同
体を指導したのは，ゲルーシア（gerousi,a）であり（ヨセフス『戦記』2.412, 488 ; フィロ
ン『フラックス』74），長老たち（gero,ntej ; presbu,teroi）によって構成され（ユディ
6 : 15-17），その司たち（a;rcontej）によって指導されている（ヨセフス『戦記』7.47 ; フィ
ロン『フラックス』78, 80, 117）14。ローマのゲルーシア（gerousi,a）は，ゲルーシア長（gerousia,rchj）




ティティの中心で有り続けた（IIマカ 3 : 12 ; 5 : 19 ; IIIマカ 2 : 9, 16 ; ヨセフス『古代誌』
5.112 ;『アピオン』2.79, 193 ; フィロン『アブラハムの移住』92 ;『ガイウス』212, 
290）16。エルサレムはディアスポラのユダヤ人にとって，神が選んだ（IIIマカ 2 : 9），聖




誌』14.112-113 ; 16.171 ; 18.312-313 ; フィロン『モーセの生涯』1.254 ;『律法各論』
1.53-154 ; キケロ『フラックス弁護』28, 66-69 ; タキトゥス『年代記』5.5.1）17。他方，神
殿で行われる祭りに参加するためにディアスポラの民が巡礼として上京する習慣があった
11 S. Applebaum, “The Organization of the Jewish Communities in the Diaspora,” in The Jewish People in 
the First Century（以後，JPFCと略記 ; 2 vols ; ed. S. Safrai / M. Stern （Assen : Van Gorcum ; Philadelphia, 
PA : Fortress, 1974-1976） 1.464-503を参照。
12 A. Kasher, “Diaspora,” TRE 7.714-715 ; Tcherikover, 299-301 ; Trebilco, 170-171. 
13 Tcherikover, 298.
14 Schürer, 3.92-94, 102.
15 Schürer, 3.97-98.
16 S.D. Fraade, “The Temple as a Marker of Jewish Identity before and after 70 C.E.,” Jewish Identities in 
Antiquity （FS. M. Stern ; ed. L.L. Levine / D.R. Schwartz ; Tübingen : Mohr, 2009） 237-266.
17 Schürer, 3.147-148 ; T. Rajak, “Diaspora,” RGG41.827 ; Trebilco, 16, 39 ; Barclay, 198, 419 ; S. Safrai, 










によって確認される（ヨセフス『古代誌』16.164 ; フィロン『フラックス』45-48, 55 ;『ガ
イウス』132, 137, 156 ;『バビロニア・タルムード』「スッカ」51b ; CIJ 1.282, 301, 318, 
319, 343, 368, 383, 390, 425, 433, 504, 508, 509, 510, 537, 548）。シナゴーグは安息日礼拝が
行われる祈りの場（proseuch,）とも呼ばれ（ヨセフス『古代誌』14.258 ; 使 16 : 13, 18），
ユダヤ人達が律法について学ぶ場であった（ヨセフス『古代誌』16.43 ;『アピオン』2.175 ; 
フィロン『世界の創造』128 ;『律法各論』2.62 ;『ガイウス』156）。
これに対して，初期キリスト教徒は教会エクレシア（教会）を形成し（Iコリ 1 : 2 ; II
コリ 1 : 1 ; ガラ 1 : 2 ; Iテサ 1 : 1 ; 黙 2 : 1, 8, 12, 18 ; 3 : 1, 7, 14他），週の初めの日で






を形成したが（Iテサ 1 : 1），それは組織形態からすると自発的加入者によって結成され
る宗教結社の一つである19。但し，初期キリスト教共同体が，ヘレニズム世界の自発的結
18 Schürer, 3.148-149.
19 Ascough, 176-190 ; idem., “The Thessalonian Christian Community as a Professional Voluntary Asso-
ciation,” JBL 119 （2000） 311-328 ; J.S. Kloppenborg, “Edwin Hatch, Churches and Collegia,” in Origins 
and Method : towards a New Understanding of Judaism and Christianity （FS. J.H. Hurd ; ed. B.H. McLean ; 
JSNTSup86 ; Sheffield : JSOT, 1993） 212-238 ; B.H. McLean, “The Agrippinilla Inscription : Religious 
Associations and Early Church Formation,” ibid., 239-270を参照。これに対して，W.A. Meeks, The First 






社の呼称として一般的であった qi,asoj （IG  X/2  nos. 260, 309, 506）や koino,n（CIG 
1800 ; PLond 2139）を使用せず，民会の集会を表す evkklhsi,aを用いていた点は特殊であ
るが，これは lhqを evkklhsi,aと訳した七十人訳の用語法を継承したと考えられる（申
18 : 16 ; 31 : 30 ; 詩 26［25］: 11 LXX他）20。
エクレシアはユダヤ教のシナゴーグに対比さるべきであるが，後者が宗教的共同体を指
すのみならず（CIJ 1.282, 301, 318, 319, 343, 368, 383, 390, 425, 433, 504, 508, 509, 510, 537, 
548），宗教活動が行われる建物を指すことがあるのに対して（ヨセフス『古代誌』
16.164 ; フィロン『フラックス』45-48, 55 ;『ガイウス』132, 137, 156），前者は新約時代
には専ら宗教的共同体を指した。七十人訳において，シュナゴーゲー（出 12 : 3, 6, 19 ; 
レビ 4 : 13, 14, 15他多数）とエクレシア（申 4 : 10 ; 18 : 16 ; 代上 23 : 1, 2 ; 13 : 2, 4他
多数）は互換的に使用され，共に会衆または集会を意味しているが，新約聖書は両者を区
別し，前者をユダヤ教のシナゴーグの呼称とし（マタ 4 : 23 ; 6 : 2, 5 ; 13 : 34 ; 23 : 6, 
34 ; ヨハ 6 : 59 ; 18 : 20 ; 使 6 : 9 ; 9 : 2 ; 13 : 5, 14 ; 黙 2 : 9 ; 3 : 9他），後者をキリス
ト教会の呼称として用いている（マタ 16 : 18 ; 18 : 17 ; Iコリ 1 : 2 ; IIコリ 1 : 1 ; ガラ
1 : 2）。これは，初期キリスト教による用語の差異化の試みである。
キリスト教に入信した者たちは，信仰故に周辺世界から孤立し，攻撃を受けたので（マ
コ 8 : 34-38並行 ; ヨハ 16 : 18-25 ; フィリ 1 : 29 ; Iテサ 1 : 6 ; 2 : 14他），教会は代替
家族として機能し，神の家族の構成員として互いに兄弟姉妹と呼び合うこととなった（マ
タ 18 : 15 ; マコ 3 : 31-35並行 ; Iコリ 1 : 10 ; 2 : 1 ; 3 : 1 ; ガラ 1 : 11 ; 3 : 15 ; 6 : 1 ; 
フィリ 1 : 12 ; Iテサ 2 : 1, 17 ; 4 : 1 ; ヤコ 1 : 2 ; 2 : 6他多数）。教会員同士は，互いに
仕え合い（ヨハ 13 : 14），兄弟愛を持って接することが求められた（ヨハ 13 : 34 ; Iヨハ












（ガラ 2 : 7-9 ; 使 2 : 13-42 ; 3 : 1-26）。使徒会議の結果は書簡によって異邦人教会に伝え
られ（使 15 : 22-35），キリスト教世界として教理上，信仰生活上の一体性を保つ努力が
なされた。
パウロは，復活のキリストとの出会いによって使徒職を与えられ（Iコリ 9 : 1 ; 15 : 8 ; 
ガラ 1 : 15-16），人によって選任されたのではないことを強調する一方で（ガラ 1 : 1），
折に触れてエルサレムの使徒たちを訪れている（ガラ 1 : 18-20 ; 使 11 : 30 ; 15 : 1-
21 ; 21 : 17-26）。特に，使徒会議の際に合意された「貧しい者たちを覚える」（ガラ 2 : 10）
という約束を重要視して，ディアスポラの宣教地である，マケドニアやアカイアの教会に
おいて熱心に献金活動を行い（IIコリント 8 : 1-24 ; 9 : 1-15），集めた献金を届けるため












シア語訳である七十人訳聖書が書かれた（アリテアス 301-321 ; ヨセフス『古代誌』
12.11-118 ; フィロン『モーセの生涯』2.25-42）。彼らはギリシア語で思考し，ギリシア語
の聖書を読み，ギリシア語で礼拝を守っていたのである22。しかし，彼らは天地の創造主
なる唯一の神以外の神の存在を認めず，他の神々を人間が作った偶像とした（知 13 : 1-
15 : 19）。ギリシア・ローマ世界の多神教的な宗教文化において，唯一神教の立場に立つ
21 Tcherikover, 347.
22 T. Rajak, “Judaism and Hellenism Revisited,” in idem., The Jewish Dialogue and Rome : Studies in Cul-






3.179 ; 19.290 ;『アピオン』2.79, 89, 96, 148, 258 ; タキトゥス『歴史』5.5.1）。多神教的な
ギリシア・ローマ世界の文化的風土の中で，ユダヤ人は極めて異質な民族集団として，社








テアス 139 ; シビュラ 3 : 11-16 ; ヨセフとアセナテ 11 : 7-10 ; 12 : 51 ; ヨセフス『古代
誌』4.201 ; 5.112 ; 8.335 ; 18.257-259 ;『アピオン』1.224-225 ; 2.66, 85-86 ; フィロン『十








に数の上では，異邦人信徒の方が多数を占めるに至った（ロマ 11 : 11-36を参照）。
異邦人信徒はキリスト教に回心することを通して，先祖伝来の神々を拝む道を捨てて，
天地の創造者なる唯一の神を信じる道に入った（Iテサ 1 : 9-10 ; ガラ 4 : 8-9）。周辺世
界の多神教的文化世界において，複数の神々が並立し，一つの神を拝むことは他の神々を
23 T. Rajak, “A Roman Charter for Jews ?,” in Dialogue, 330 ; E.M. Smallwood, The Jews under Roman 
Rule from Pompey to Diocletian （2nd ed. ; Leiden : Brill, 1981） 123-124.
24 Tcherikover, 353 ; van Unnik, 66.
25 Schürer, 3.139-141 ; Tcherikover, 354-357 ; van Unnik, 53-56.





恵の書の作者と同様に（知 13 : 1-15 : 19），ギリシア・ローマ世界の倫理的混乱の原因を
天地の創り主を信じず，偶像礼拝に耽ることに見て，厳しく批判している（ロマ 1 : 18-32）。
パウロはコリントの開拓伝道において，回心者たちに，神は唯一であり，主イエスは唯一
であると強調した（Iコリ 8 : 6）。回心者たちがパウロの教えに従うことは，社会生活の
上では町や同業組合の守護神を拝まず，共同体の祝祭に参加しないことを意味した。その
ような生き方は周辺社会からは閉鎖的な反社会的態度と見られ，民族同胞から反発や迫害

















27 M. Simon, “Das Problem der jüdischen Identität in der Literatur des jüdischen Hellenismus,” Kairos 30 
（1988/89） 41-52 ; E.P. Sanders, Judaism : Practice & Belief 63 BCE-66 CE （London : SCM ; Philadelphi-
a : Trinity, 1992） 17-22 ; L.H. Feldman, Jew & Gentile in the Ancient World （Princeton, NJ : Princeton Uni-
versity Press, 1993） 153-170 ; Barclay, 428-442 ; J. Leonhardt-Balzer, “Jewish Worship and Universal 
Identity in Philo of Alexandria,” Jewish Identity in the Greco-Roman World （ed. J. Frey et al. ; Leiden : Brill, 
2007） 40-41.











によって示すことであった（Iマカ 2 : 29-41 ; IIマカ 15 : 1-5 ; ヨセフス『古代誌』
12.274 ; 14.226, 264 ; 16.167-168 ;『戦記』1.146 ; 2.147 ;『アピオン』1.209 ; フィロン『律
法各論』2.260 ;『アブラハムの移住』89-93 ;『モーセの生涯』2.213 ;『フラックス』11, 
96）32。また，ユダヤ人が捕囚の地にあって生まれて八日目の男子に，アブラハムに神が与
えた契約のしるしとして割礼に割礼を施すことは（創 17 : 11, 13 ; ベン・シラ 44 : 20），
ユダヤ人に民族的・宗教的アイデンティティを与えた（エステル 8 : 17 ; Iマカ 1 : 60-
61 ; IVマカ 4 : 25 ; ヨセフス『古代誌』1.192 ; 13.257-258, 318-319 ;『アピオン』1.171 ; 
フィロン『アブラハムの移住』89-93 ;『律法各論』1.1-11）。ヘレニズム期以降，ユダヤ
人が地中海世界に広く移住するようになると，ユダヤ人の割礼の習慣は，ギリシア・ロー
マ世界の人々からは奇異な目で見られた（ヨセフス『アピオン』1.171 ; 2.137 ; タキトゥ
ス『歴史』5.5.2 ; ユベナリス『風刺詩』14, 96-104 ; ストラボン『地誌』16.2.37 ; スエト
ニウス『ローマ皇帝伝』「ドミティアヌス」12.2）。
ユダヤ人が旧約聖書の食物規定を守って「清い」とされる食物（レビ 11 : 1-46 ; 申
14 : 3-21）のうち，肉に血を含まないように特別な仕方で屠殺されたもの（レビ 17 : 10-
14 ; 申 12 : 16, 23-24）だけを食べること，特に，豚肉を決して食べないことは周辺世界
に良く知られ，ギリシア・ローマの著述家たちも否定的ニュアンスを込めて言及している
29 L.I. Levine, 12-40. 
30 Tcherikover, 305-306.
31 M. Simon, “Das Problem der jüdischen Identität in der Literatur des jüdischen Hellenismus,” Kairos 30 
（1988/89） 41-52 ; E.P. Sanders, Judaism : Practice & Belief 63 BCE-66 CE （London : SCM ; Philadelphia : 
Trinity, 1992） 17-22 ; L.H. Feldman, Jew & Gentile in the Ancient World （Princeton, NJ : Princeton Univer-
sity Press, 1993） 153-170 ; Barclay, 428-442 ; J. Leonhardt-Balzer, “Jewish Worship and Universal Iden-
tity in Philo of Alexandria,” Jewish Identity in the Greco-Roman World （ed. J. Frey et al. ; Leiden : Brill, 
2007） 40-41.
32 G. Delling, Die Bewältigung der Diasporasituation durch das hellenistische Judentum （Göttingen : 
Vandenhoeck & Ruprecht, 1987） 24-27.
12
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たちに対して（ガラ 2 : 4-6 ; さらに，使 15 : 1, 5を参照），律法からの自由をキリスト教
の本質として主張したパウロの福音理解によって（ロマ 3 : 21-28 ; ガラ 2 : 4-5 ; 2 : 16-




なり，反発と攻撃の対象となった（使 13 : 44-52 ; 14 : 1-7 ; 17 : 1-9 ; 18 : 5-17 ; 21 : 27-
36 ; 21 : 37-23 : 35 ; ロマ 15 : 31 ; IIコリ 11 : 24 ; Iテサ 2 : 14-15）。
キリスト教徒である指標は律法を遵守することや割礼を受けることではなく，洗礼を受
けることである（使 2 : 37-42 ; ロマ 6 : 3-4）。初期の教会にとり洗礼は，復活の主から委
託された務めであり（マタ 28 : 16-10），民族的帰属の相違や，社会的身分の差や，性別
を超えたキリストに属する者としての一体性を与えるものであった（Iコリ 12 : 12-13 ; 
ガラ 3 : 26-29）。キリスト教に回心することは，多神教的な異教世界とも，ユダヤ教世界
とも異なる，独自のアイデンティティを与えた。他方，最後の晩餐の記念（マタ 26 : 26-
30 ; マコ 14 : 22-26 ; ルカ 22 : 15-20 ; Iコリ 11 : 23-25），或いは，復活のキリストとの
食事の記念（ルカ 24 : 30, 40-41 ; ヨハ 21 : 12-13）として，初期のキリスト教会は夕方に
33 M. Stern, Greek and Latin Authors on Jews and Judaism （3 vols ; Jerusalem : The Israel Academy of 
Sciences and Humanities, 1974-1984） 1.170, 181, 294-311, 549-550 ; 2.17-93, 110, 128-131 ; M. Whit-
taker, Jews & Christians : Graeco-Roman Views （Cambridge : Cambridge University Press, 1984） 63-85 を
参照。
34 H.J. Leon, The Jews of Ancient Rome （Updated edition ; Peabody, MA : Hendrickson, 1995） 5-10.
35 Schürer, 3.117-118.これに対して，T. Rajak, “A Roman Charter for the Jew ?,” in idem., The Jewish 








24 : 20 ; ロマ 14 : 6 ; ガラ 4 : 10 ; コロ 2 : 16），2世紀になると，安息日の遵守と主の日
































て，唯一の神を信じ，仕える生活に入った（Iテサ 1 : 9-10 ; ガラ 4 : 8-9）。このことによっ
て彼らは異邦人世界の中では特殊な存在となり，孤立と軋轢を余儀なくされたが，ユダヤ
人と異なり，自分たちの宗教的権利の保護をローマ帝国に求めることは出来なかった。こ
のような中で，教会は代替家族として機能し，会員たちは互いを主にある兄弟姉妹とみな
し，相互に助け合った。
　（4）　ディアスポラの状況下で，ユダヤ人（ユダヤ教徒）であることに指標は，割礼と
安息日と食物規定であったが，初期のキリスト教はこれらをアディアフォラの事柄とした
ため，信徒であることの目に見える指標ではなくなった。これらに代えて形成されたキリ
スト教徒であることの目に見える指標は，洗礼を受けることと，聖餐に与ること，週の初
めの日に行われる主日の礼拝を守ることであった。
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